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を
図
り
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
安
全
で
廉
価
な
水
の
供
給
」
が
、
日
本
国
民
の
命
を
支
え
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
日
本
水
道
が
危
機
的
な
状
況
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
回
の
水
道
法
の
改
正
の
趣
旨
は
①
人
口
減
少
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
（
過
去
十
年
間
で
二

千
億
円
の
料
金
収
入
の
減
少
）、
②
昭
和
三
十
年
代
か
ら
建
設
さ
れ
た
水
道
施
設
（
浄
水
場
、
管

渠
）
の
老
朽
化
（
た
と
え
ば
管
渠
の
寿
命
は
四
十
年
と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
六
十
年
物
が
多
数
で

あ
る
、（
大
阪
北
部
の
地
震
で
噴
き
出
し
た
水
道
管
の
破
裂
は
五
十
年
経
過
し
た
本
管
で
あ
る
）、

水
道
施
設
総
資
産
額
は
四
十
六
兆
円
を
超
え
、
施
設
の
半
分
を
更
新
す
る
と
し
て
も
最
低
二
十
三

兆
円
が
必
要
で
あ
る
。
③
自
然
災
害
に
よ
る
水
道
被
害
が
頻
発
、
地
震
被
害
（
水
道
施
設
の
耐
震

化
、
わ
ず
か
〇
・
七
七
％
、
す
べ
て
耐
震
化
す
る
た
め
に
は
百
三
十
年
以
上
か
か
る
試
算
あ
り
）

ま
た
④
地
球
温
暖
化
に
よ
る
水
質
悪
化
（
藻
類
に
よ
る
悪
臭
物
質
（
カ
ビ
臭
さ
）
の
発
生
増
加
、

そ
の
為
に
処
理
コ
ス
ト
（
オ
ゾ
ン
処
理
、
活
性
炭
処
理
）
の
加
速
度
的
増
加
、
い
う
な
ら
ば
高
度

処
理
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
）、
⑤
水
道
職
員
数
の
減
少
、
五
十
～
六
十
歳
以
上
の
職
員
の

定
年
退
職
の
増
加
（
三
十
年
前
か
ら
比
べ
る
と
三
割
職
員
が
減
少
、
現
在
五
万
人
を
切
っ
て
い

る
）
政
令
都
市
や
、
人
口
五
十
万
人
以
上
の
自
治
体
で
は
、
職
員
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る
が
、
給

水
人
口
五
万
人
以
下
（
水
道
事
業
体
千
四
百
の
う
ち
八
割
が
こ
れ
に
該
当
）
で
は
水
道
職
員
は
十

人
以
下
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
水
道
を
取
り
巻
く
状
況
を
簡
単
に
言
う
と
「
カ
ネ
も
、
ヒ
ト
も
、

技
術
も
同
時
多
発
的
に
失
わ
れ
て
い
る
」
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
下
で
た
び
た
び
「
水

道
法
の
改
正
」
が
上
程
さ
れ
て
き
た
。

　

モ
リ
カ
ケ
問
題
や
オ
ウ
ム
真
理
教
の
死
刑
執
行
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
陰
で
、
一

億
二
千
万
人
の
国
民
生
活
に
直
結
す
る
「
改
正
水
道
法
」
が
七
月
五
日
、
衆
院
本
会
議
で
自
民
公

明
両
党
、
日
本
維
新
の
会
、
希
望
の
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
筆
者
は
日
本
の
水
処

理
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
に
勤
務
し
た
あ
と
、
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
で
環
境
審
議
官
な
ど

を
経
て
、
世
界
と
日
本
の
水
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
特
に
世
界
の
水
道
の
民
営
化
問
題
に
注
目

し
続
け
て
き
た
。
今
国
会
で
こ
の
法
案
は
継
続
審
議
と
な
り
次
の
臨
時
国
会
で
成
立
す
る
可
能
性

の
高
い
「
水
道
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
。

一
．
な
ぜ
水
道
法
の
改
正
が
必
要
な
の
か

　

昭
和
三
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
水
道
法
の
第
一
条
に
は
「
清
浄
に
し
て
豊
富
低
廉
な
水
の
供
給
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水
道
法
改
正
法
案
の
衆
議
院
可
決
を
受
け
、
既
に
ネ
ッ
ト
上
で
は
「
日
本
の
水
道
を
外
資
に
売

り
渡
す
暴
挙
、
こ
れ
で
日
本
の
水
道
は
終
わ
っ
た
」、「
売
国
政
権
の
極
み
、
水
道
法
の
改
悪
」

（
選
択
７
月
号
）、「
水
道
民
営
化
・
衝
撃
の
正
体
」（
サ
ン
デ
ー
毎
日
）
と
か
過
激
な
表
現
が
闊
歩

し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
九
〇
年
代
に
世
界
で
起
こ
っ
た
水
道
民
営
化
の
動
き

で
あ
る
。

　

九
〇
年
代
か
ら
世
界
銀
行
が
途
上
国
に
水
道
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
融
資
す
る
際
に
水
道
民
営
化
を

推
し
進
め
た
、
つ
ま
り
民
営
化
し
な
け
れ
ば
融
資
し
な
い
と
明
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。（
水
道
民

営
化
の
義
務
付
け
）
そ
の
結
果
ボ
リ
ビ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南
ア
な
ど
で
民
営
化
し
た
結
果
、
逆

に
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
水
道
料
金
の
高
騰
、
死
者
や
訴
訟
問
題
が
頻
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
の

流
れ
は
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
間
に
世
界
三
十
七
カ
国
で
民
営
化
さ
れ
た
水
道
二
百
三

十
五
か
所
が
再
公
営
化
さ
れ
た
。（
筆
者
寄
稿
、
四
月
十
六
日
つ
け
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
掲
載
に
詳
述
）

　

日
本
は
海
外
の
水
道
民
営
化
と
同
じ
轍
を
踏
む
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
．
日
本
の
水
道
を
救
う
に
は

　

ま
ず
は
①
水
道
の
広
域
化
、
官
民
連
携
の
加
速
で
あ
る
。
す
で
に
部
分
委
託
や
包
括
委
託
に
よ

る
動
き
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
役
所
側
に
よ
る
仕
様
書
発
注
で
あ
り
、
民
間
の
知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ

が
無
く
、
民
間
企
業
に
と
っ
て
あ
ま
り
魅
力
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が

　

昨
年
は
審
議
未
了
で
流
れ
た
水
道
法
の
改
正
で
あ
っ
た
が
、
六
月
十
八
日
に
発
生
し
た
大
阪
北

部
地
震
に
よ
り
二
十
六
万
人
以
上
が
水
道
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
受
け
、
一
気
に
審
議
入
り
し
、

上
記
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
衆
議
院
本
会
議
に
て
可
決
さ
れ
た
。
し
か
し
今
回
も
会
期
末
が
せ

ま
り
、
法
案
は
継
続
審
議
と
な
り
、
次
の
臨
時
国
会
で
参
議
院
先
議
と
な
り
可
決
さ
れ
れ
ば
衆
議

院
に
再
送
付
さ
れ
成
立
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

二
．
水
道
の
民
営
化
…
…
今
ま
で
の
動
き

　

国
際
的
に
有
名
な
発
言
は
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
米
国
の
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
）
で
の
麻
生
副
総
理
（
現
）
の
発
言
で
あ
る
。「
日
本
の
水
道
は
す
べ
て
民
営
化
し
ま
す
」
と
。

発
言
直
後
か
ら
筆
者
の
と
こ
ろ
に
も
、
こ
の
報
道
を
受
け
フ
ラ
ン
ス
系
の
水
メ
ジ
ャ
ー
を
始
め
、

日
本
の
巨
大
商
社
か
ら
、
そ
の
真
意
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
尋
ね
る
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。

最
近
で
は
公
明
党
の
山
口
代
表
が
六
月
二
十
七
日
「
大
阪
北
部
の
水
道
被
害
（
二
十
六
万
人
以
上

が
断
水
被
害
を
受
け
た
）
を
述
べ
、
国
民
の
命
に
直
結
す
る
水
道
法
改
正
の
早
期
可
決
」
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。
来
年
の
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
を
睨
ん
だ
動
き
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。（
公
明

党
の
地
方
議
員
は
三
千
名
を
超
え
て
い
る
）

三
．
世
界
の
水
道
民
営
化
の
流
れ
と
、
再
公
営
化
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て
い
る
。（
ヴ
ェ
オ
リ
ア
グ
ル
ー
プ
の
売
上
げ
は
約
三
兆
三
千
四
百
十
六
億
円
、
従
業
員
数
は
十

六
万
八
千
八
百
名
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
末
現
在
）

　

同
じ
く
水
メ
ジ
ャ
ー
の
ス
エ
ズ
グ
ル
―
プ
（
水
部
門
売
り
上
げ
約
一
兆
五
千
億
円
）
は
日
本
の

大
商
社
と
組
み
日
本
へ
再
上
陸
し
水
道
民
営
化
の
事
業
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
世
界
の
水
メ

ジ
ャ
ー
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
兆
円
以
上
の
売
り
上
げ
と
、
豊
富
な
自
己
資
金
を
有
し
、
昔
の
轍

（
民
営
化
反
対
）
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
必
ず
現
地
企
業
を
表
に
出
し
、
そ
の
背
後
で
利
益
を
享

受
す
る
戦
略
に
邁
進
し
て
い
る
。
日
本
企
業
で
は
オ
リ
ッ
ク
ス
な
ど
が
豊
富
な
資
金
を
バ
ッ
ク
に

世
界
の
水
道
事
業
を
含
め
水
道
事
業
経
営
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
、
国
内
で
す
で
に
数
件
実
施
済

み
で
あ
る
。
海
外
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
オ
リ
ッ
ク
ス
は
中
国
水
務
集
団
（
本
社
香
港
）、
東

レ
（
水
処
理
膜
の
提
供
）
と
組
み
、
今
ま
で
蛇
口
か
ら
直
接
飲
む
こ
と
の
出
来
な
い
中
国
水
道
を

改
善
し
、
給
水
人
口
約
二
千
万
人
の
飲
適
水
道
水
の
供
給
事
業
を
中
国
で
始
め
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
本
の
水
道
民
営
化
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
は
、
金
利
負
担
の
無
い
、

ま
た
は
自
前
の
資
金
を
持
っ
た
企
業
同
士
の
戦
い
で
あ
る
。

　

日
本
国
内
で
活
躍
し
て
い
る
大
手
の
水
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
、
例
え
ば
東
証
一
部
上
場
の

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
日
立
製
作
所
、
非
上
場
大
手
の
水
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
、
例
え
ば
水
ｉ

ｎ
ｇ
（
本
社
東
京
港
区
）、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
さ
え
も
水
道
民
営
化
事
業
に
取
り
組

む
と
き
に
低
利
な
る
資
金
を
提
供
し
て
く
れ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
企
業
と
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。「
金
脈
な
く
し
て
水
脈
な
し
」
が
日
本
水
道
の
現
状
で
あ
る
。

 

〈
次
号
に
続
く
〉

②
Ｄ
Ｂ
Ｏ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
加
速
で
あ
る
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
は
既
に
大
分
県
荒
尾
市
な
ど
で
四
か
所
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
横
浜
市
川
井
浄
水
場
な
ど
十
二
か
所
で
実
施
済
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
水
道

課
は
③
平
成
三
十
六
年
度
ま
で
六
件
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

水
道
広
域
化
の
大
き
な
動
き
で
は
、
一
県
一
水
道
の
動
き
で
あ
る
、
香
川
県
、
宮
城
県
、
滋
賀

県
な
ど
が
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
、
特
に
宮
城
県
の
村
井
嘉
浩
知
事
が
提
唱
す
る
「
み
や
ぎ
型
管
理

運
営
方
式
」、
こ
れ
は
知
事
の
権
限
で
決
裁
で
き
る
水
関
係
、
水
源
の
管
理
、
上
下
水
道
、
工
業

用
水
道
な
ど
を
一
括
し
民
間
に
委
託
し
経
費
節
減
、
効
率
化
を
進
め
る
動
き
（
最
後
は
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
？
）
で
あ
る
。
現
時
点
で
の
県
の
期
待
値
は
コ
ス
ト
削
減
額
三
百
三
十
五
億
円
か
ら
五
百

四
十
六
億
円
（
二
十
年
間
）
で
、
こ
れ
か
ら
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
る
方
針
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

五
．
水
メ
ジ
ャ
ー
と
国
内
企
業
の
動
き

　

こ
れ
ら
の
動
き
に
呼
応
し
、
既
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
水
メ
ジ
ャ
ー
・
フ

ラ
ン
ス
系
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
は
、
昨
年
十
月
に
フ
ラ
ン
ス
人
社
長
か
ら
、
前
の
横
浜
市
副
市
長
を
歴

任
し
た
野
田
由
美
子
氏
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関
す
る
著
書
多
数
）
を
社
長
に
据
え
、
全
国
行
脚

に
邁
進
し
、
浜
松
市
の
下
水
道
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
中
心
的
な
動
き
で
受
注
し
て
い
る
。
昨
年

末
に
来
日
し
た
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
の
フ
レ
ロ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、「
我
々
は
豊
富
な
資
金
量
と
世
界
最
高
の

技
術
を
有
し
て
い
る
、
日
本
国
内
の
官
民
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
め
」
と
同
社
幹
部
を
激
励
し
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